
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生 Teacher講座 

 「さまざまな体験をすることで、子どもたちは変わる。」をテーマに高校生が 

先生となって、部活動で鍛えた技術や知識を小学生に教える事業である。高校生 

は教えることの難しさを学び、小学生はふれあいの中で高校生の技術や知識の素 

晴らしさを学んでもらうとともに、いろいろなことに興味をもち「頑張ればいつかはできる！」と夢

を持つことを目的としている。平成 16 年度から取り組み、毎年約 400 名（小学生、高校生、地域サ

ポーター）が書道や音楽、スポーツなどの講座に参加しているが、今では小学生の時に参加した子ど

もが高校生になって教える側で参加してくれるようになっている。また、その他の地域活動にも高校

生が積極的に参加してくれることが増えてきている。 

 

 

 豊かな感性と輝く希望を持った子どもを育成できるコミュニティーづくり 

  地域コミュニティーが機能しづらくなっている中、より広く地域の中で、 

 自由に、永続的に取り組んでいける活動にするため、志を同じくする仲間が集 

 う“場”をつくり、互いの経験交流や学び合うこと、支え合うことなどのサポ 

ート機能が市民活動・市民事業の充実のためには必要である。こういった思いを持つ各地のおやじ仲

間が集い、共に育ち合うこと、そのために必要な機能を自ら創り出すこと、そしてそれを多くの仲間

と分かち合うことを進め、市民の自発的な社会活動を推進し、豊かな感性と輝く希望を持った子ども

を育成できるコミュニティーづくりを実現することを目的に「札幌おやじネットワーク」を設立した。 

 活動は、全国おやじサミット、全国こども雪山探検隊、さっぽろおやじスノーフェスⅢ『真冬の逃

走中』、おやじの会夏祭り、おやじ級グルメ No.1決定戦！OG-1グランプリの開催など、多岐にわた

っている。 
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佐賀県佐賀市立神野公民館 

池田 明氏 

司会者   矢儀田 雅幸 

記録者     井門 加奈恵 

会場責任者 溝渕  雅子 

北海道札幌おやじネットワーク 

 

 

無人島実行委員会（愛媛県） 

 

 

森田 圭三氏 

御五神島・無人島体験事業 

  国立大洲青少年自然の家や宇和島市沖の無人島「御五神島」において、7月 31日から 8月 9

日までの 9泊 10日間、県内の小中学生 42名が参加し、無人島体験事業を実施した。ている。

子どもたちが、無人島の中で「不便」「不足」「不自由」の制約された環境の中、自ら創意工夫

し、協力し合いながら自然体験活動・生活体験活動に取り組むことにより、自立心や協調性な

どの社会性を育むとともに、困難なことに直面しても克服できる柔軟で強い精神力を養うこと

を目的としている。 

 

 

 

 

 

 

大倉 徳壽氏 
松下 圭介氏 



 

 

 

 

 

 

質疑応答 

 

 

佐賀県佐賀市立神野公民館 

Q1 参加する高校生の割合は？ 

 →両高校約 1400 人中 150 人、で約１割程度。 

Q2 どれくらいの頻度で行っているのか。 

 →毎年、部活動の経験を生かしている。夏休み中に９～１０講座を実施している。１回のみ。

時間は２～２時間半程度で行ってい 

る。 

Q3 地域サポーターの具体的な活動は？ 

 →熱中症予防などの健康面での配慮、公民館から高校までのバス移動中（特に路線バス）

の安全面での配慮やアンケートの配付・回収など、当日の運営に協力いただいている。

大阪教育大学附属池田小学校の事件後、校区内外の見回りをしたり、見守りステッカー 

貼って見回りをしたりしている。 

Q4 講座の割り振りはどのようにやっているのか？ 

 →小学生に第１～３希望まで書いてもらっているが、くようにしているが、調整はなかなか難し

い。 

 講座内容によっては、学年を限定している。（難しい内容は高学年のみ等） 

 人気が高いのは、サッカー、新体操、料理、パソコンなどである。は人気が高く定員５０名とし

ており、一番多い。 

Q5 公民館の活動で小学校を使っているが、公民館は使わないのか？ 

→平成 28 年度は、ジュニア育成のため、フェンシングは公民館を使ってやっている。 

Q6 佐賀市で公民館はいくつあるのか？ 

  →原則、各小学校区に市立公民館が３１館個の公民館がある。 

Q7 １日でどうやって複数の活動を行っているのか？小学校へのお知らせの時期等は？ 

   けがをしたときの保険は？ 

 →平成 27 年度は 6 日かけて 10 講座を実施した。職員 3 人で分担して、1 日に複数講座行

うこともある。それぞれの活動によって日時が異なり、それぞれで何日の何時からと決めてい

る。 

 7 月初旬に全校児童・保護者あてのチラシを配布。までには知らせに行っている。5 月の連

休明けに高校にお願いに行っている。 

 公民館の総合補償保障制度を使っている。市からの補助金を増やしてもらい、保険内容を

いいも 

書式変更: インデント : ぶら下げインデ
ント :  2 字, 左  0 字, 最初の行 : 
-2 字



 

 

 

 

 

 

のにしている。 

Q8 高校生への指導は？ 

 →公民館はほとんどしていない。高校の先輩から後輩へ受け継がれたり、顧問の先生が講

座終了後に問題点を生徒に考えさせ、指導されている部もある。地域サポーターの方々が、

時々アドバイスをする程度。 

 

 

札幌おやじネットワーク 

Q1 やってみたいと思う企画がたくさんあるが、企画等会はどうやってやっているのか？ 

 →月に１回定例会を開いている。定例会の後に懇親会を行う。何かあれば、そのたびに顔を

合わせている。「否定はしない。」「とりあえずやってみようよ！」のスタンスでやっている。それ

ぞれのお父さんの仕事や特性を生かしている。子どもと一緒にやると、親もがんばれる。 

Q2 おやじの会への入り方は？ 

→小学校の PTA にある。校区などで聞いてもらうとよい。おやじの会ネットワークに入っていな

い単独のおやじの会もある。小学校の教員も入っている。 

Q3 活動をしていて最近うれしかったことは？ 

→一つ一つの活動に力を入れている。OG-1（おやじ級グルメNO.1決定戦）の活動にたくさん

の人が来てくれたのはうれしかった。子どもに「またやってね。」「ありがとう。」と言われると本当

にうれしい。 

 

 

御五神島無人島体験事業 

Q1 長い期間の中で子どもとの関わり方は？ 

→体調管理や心のケアの面では、カウンセラーや指導者の教員など全体で関わっている。各

班の指導者が子どもたちと生活をともにし、課題が出れば解決方法を話し合っている。ホーム

シックの子がいたが、その子への関わり方など班のほかの子どもたちと話し合ったり、カウンセ

ラーやベテランの教員など全体で関わったりした。 

Q2 指導者をどうやって集めているのか？教員は勤務が関わっているが、どうやっているの

か。 

→５月頃に教員へ依頼する。立候補してくれる人もいる。たくさんの方々の協力があって成り

立っている。教員は出張扱いとなり、旅費等は実行委員会が負担する。 

Q3 子どもの行事（水泳記録会等）と重なることもあるが、はどうしているのか？ 

→７月下旬から 8 月上旬が比較的行事が重ならないので、この時期に計画している。参加者

が予定などを考慮できるように募集チラシを 5 月に配布し、6 月中旬までに応募はがきが希望



 

 

 

 

 

 

者から届くようにしている。７月末～8 月頭が一番重ならない。６月中旬までに応募はがきが子

どもに届くようにしている。（予定など考慮できるように） 

Q4 天候が荒れた時はどうするのか？ 

→台風などで船が出ないときや、天候の大荒れが予想されるときは、計画の変更や撤収・中止

の決断を早くするように心掛けている。入島前が悪天候の場合は、港近くの下灘公民館に泊

まる。入島してからは、Wｅｂ上でスマホで雨雲をチェックし、悪天候が予想される場合は、近く

の有人島のする。入島前に台風などがきた場合は、下灘公民館に泊まる。入島してからは、竹

ケ島に避難するようにしている。また、事前に行う指導者の現地研修で避難ルートを確認し、

台風などで船が出ないときは中止したり、避難ルート等事前研修でチェックしたりして、安全確

保には細心の注意を払っている。 

Q5 予算は？ 

→参加費用は25000円。その他、後援団体や企業・各団体からの支援・援助がある。合計400

万円程度、費用がかかっている。 

 

 



 

 

 

「知恵と勇気と誇りをもったたくましい雲南の子ども」をめざして 

 雲南市では、「ふるさとを愛し 心豊かでたくましく 未来を切り拓く 

雲南市の人づくり」という教育基本目標を掲げている。その実現のため

に、学校・地域・家庭・行政・の連携・協働を推進する多重コーディネ

ート制度や、雲南市で共通した「キャリア教育（生き方教育）推進プロ

グラム」を取り入れ、地域総がかりで子どもの学びを支援する教育環境

の実現を図っている。平成 22 年に公民館から交流センターへ移行し小規

模で多機能な自治組織による活動を行うことで、地域の振興発展を図り、成果を挙げてきた。

しかし、学びの循環による次世代の育成が行われず、継続性に大きな不安が残るという課題

があり、地域教育力の再興・向上を目指した取組を行っている。 

 

 

 

佐田岬みつけ隊 

 伊方町の町立博物館である町見郷土館では、「佐田岬みつけ隊」という

会員約 60名の市民中心のサポーター組織があり、学習支援・企画展示・

収集保存・調査研究の４つの柱で活動をしている。民族資料の整理をし

たり、２月には御殿雛の飾り付けをしたりしている。また、レコードの

資料整理をして、できあがったリストでリクエスト演奏を行う蓄音器ラ

イブなどにも取り組んできた。これらの活動報告を、「みつけ隊通信」と

して発行している。展覧会としての機能だけでなく、調査研究や保存管理といったミュージ

アム施設の重要な役割を市民協働で行っている。 

 

 

 

公民館と愛護班の連携事業 

 庄内公民館では、８月には「しょうない夏まつり」、９月には「敬老会」、

「ふれあい大運動会」、11 月には「ふれあい文化祭」など、様々な活動

に取り組んでいる。各行事を通して、愛護班（保護者）が地域の子ども

を健全に育成している。地区によっては人口減少が顕著で、地区割りの

役員選出やノウハウの継続が困難になってきた等の課題があるが、今後

も地域資源を活用したり、青年層の地域活動への参加を促すような取組

をしたりして、三世代型生活と観光の拠点として地域活性化に努めていきたい。 
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島根県雲南市教育委員会 

錦織 慎司 氏 

司会者   中本 克也 

記録者   幸島 恭輔 

会場責任者 谷川 玲子 

町見郷土館 

庄内公民館 

高嶋 賢二 氏 

石原 善久 氏 



 

質疑応答 

 

島根県雲南市教育委員会 

 

Q1 行政からおりてくると受けた側の活動は受け身になってしまう。受け入れてほしい側へ

どのように訴えかけてきたのか。 

→行政は自分で声をかけるにも関わらず受身になってしまう。こちらから「どうしたらいい

ですか？」と投げかけて地域の声を聞く。地域での円卓会議に参加し、介入していく。地

域の人々が活躍できる（高齢者が客にならない）ことを念頭に置いた取組を実施してきた。

地域住民総がかりで取り組めるように心掛けてきた。 

Q2 行政の中の教育委員会の立ち位置は？ 

→公民館を通した取組から学校と一緒にやっていくスタンスになった。 

Q3 交流センターになって、どのような課題が見えてきたか？ 

→小規模では学校の統合論がでてくる。地域は統合したくないので、統合ありきではなく、

地域の魅力をアピールして地域に人が来てくれるよう考えた。 

また、公民館はカルチャースクールが増えすぎているといわれる。そこでできたつながり

を地域の活性に生かしていく。人を育てる公民館があるのはすばらしいことで、活動を通

して地域や住民がどう変わっていたのかを公民館は語れるようにならないといけない。 

Q4 コーディネーターの選出、期間はどのようにしているのか？ 

→地域コーディネーターは、地域住民の中から選出する。長ければ１０年、短くて２、３年

務める。教育支援コーディネーターは若手の市の職員で人事異動がある。２、３年務める。

フットワークを軽くして、学校から見ても受け入れやすいようにしている。教育委員会に

まとめ役の人間がいる。 

Q5 学校間連携がうまくいっていない現実がある。そのコーディネーターが一週間でだいた

いどんな仕事をしているのか。 

→職員会への参加する。週に一回は小学校へ行く。火曜日は各配置のコーディネーターの会

議を行い、ふるさと学習について話し合う。県職員の教諭ができない地域の連携や取組を

教員と連携して行う。 

Q6 自治体間の取組、県全体での取組があれば教えていただきたい。 

→自分の自治体だけで完結していることが多いのが現状。島根県には派遣教育派遣制度が残

っているので、その活用がこれから必要。企業の力は行政がもっていない知識をもってい

るのでその力も借りたい。 

 

 

 

 



町見郷土館 

 

Q1 地域住民の力を借りて進めているのが大変すばらしい。地域の子どもも活動に参加して

いるのか。 

→交通手段の問題などもあり、手が回らなくて子どもには対応できていない。 

Q2 館内の展示でお宝は 

→この地域は特色的な暮らしがあり、資料は民族資料が中心。 

Q3 どのような組織で成り立っているのか。 

→保険代の実費が 800 円で、博物館に関わりたい町民が関わっている。 

Q4 活動を広げていくために、NPO など、組織としてお金を集める等して活動を広げていくこ

とも考えられる。博物館を通して、街歩きをして自分たちの町を見直す取組をすることな

ども考えられる。行政の協力を得ることなどは考えていないのか。 

→今まで知られていなかったことを調べていきたいという思いはある。博物館の有用性を分

かっていただきたい。予算がかかるものは話が進んでいないのが現状。隊員の満足度と地

域について調べることの両輪をバランスよく考えていきたい。 

 

庄内公民館 

 

Q1 地域に密着した活動が多い。公私の区別をど

のようにしているか。 

→家庭が後回しになってしまっているのが現状。 

Q2婚活イベントのお化け屋敷について詳しく教  

えていただきたい。 

→公民館でできることを考えたところ、オリエ

ンテーリングや料理教室も挙がったがお化け

屋敷をやろうということになった。人集めに

は苦労をしたが、男女のバランスもよく開催

することができた。 

Q3高齢化が進むと子どもとの年齢差も広がって 

いくが課題や工夫はあるのか。 

→老人クラブと子どもは、昔の遊び、しめ縄づくり、花植えなどで活動している。参加でき

る老人が減ってきていることや、決まった内容の事業を毎年新鮮に取り組めるようにして

いくのが課題だと考えている。保護者層が公民館に来ていただけると活気がでる。 

Q4 住民自治組織は活動しているのか。 

→自治会の体制がとれている地域もあるが、高齢者が役員となる地域は行政主導の活動とな

る。 



   

  

学校支援ボランティア促進事業、等 
 平成 17年３月に近隣１市２町が合併し、新生「丸亀市」
が誕生。統合における諸問題を解決するために、学校・家
庭・地域を結ぶネットワークを作り、みんなで子どもの育
ちを支えていこうと、飯山中学校区学校支援地域本部が中
心となり様々な取組を行ってきた。学校支援ボランティア
事業として、ピンクバッジの配布や、新一年生補助ボラン
ティア、ミシン学習補助など、現場のニーズを汲み取りな
がら活動を行ってきた。また、丸亀市飯山学校群小中一貫
教育推進事業（飯山町での講演会の開催など）をはじめ、
放課後子ども教室、地域のチカラ創出事業、家庭・地域教
育力再生事業「地域で共育」など、人と人とのつながりを
大切にしながら、学校・家庭・地域の架け橋となる活動を
続けてきた。 
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飯山中学校区学校支援地域本部（香川県丸亀市） 

青井 静 氏  

徳井 恵美子 氏 

司 会 者  野々下 博子 

記 録 者  入澤  勝利 

会場責任者  柳 瀬  剛 

松山東雲女子大学・短期大学「しのモン応援隊」（愛媛県松山市） 

柴崎 あい 氏 

熊本地震復興支援ボランティア学習 
 今年４月に発生した熊本地震。「被災地のために何かしたい」と
いう学生によって「しのモン応援隊」が立ち上がった。女子大学な
らではの「女性としての目線」を大切に、保育・幼児教育、心理福
祉、現代ビジネスを学ぶ学生たちが自分たちの専門を生かし、学内
バザーや熊本被災地訪問（NPO 今治センターガイド 学生２名 引
率１名 一泊二日）等のボランティア学習を展開した。どんな支援
活動を行うのか、自分たちに何ができるか、「提案」「問いかけ」は
するが、選択・意思決定は学生に委ねてきた。また、成果を人数で
とらえず、後方支援のためのネットワーク作りに努め、さりげない
「調整役」として見守ってきた。活動を行っていく中で、学生自身
が自分の意見や持ち味を積極的に出すようになったり、自分の将来
とつなげて考え、行動するようになったりするなど大きな成長があ
った。 

愛媛県立宇和島水産高等学校（愛媛県宇和島市） 

喜多川 浩史氏 

地域人材を活用した土曜教育推進事業  
愛媛県の「地域人材を活用した土曜教育推進事業」を活用し、

生徒の個性を伸ばす教育として社会で活躍されている方を講師と
して招いている。環境保全と魚食普及の二つの大きな柱のもと、
森・里・海関連事業として、土曜教育推進員に漁業関係者、地域
食材をテーマにした生産者などを講師として呼び、講演や体験学
習を行ってきた。地域の水産業に貢献できる人材育成や、地場産
業である真珠養殖業・魚類養殖業の活性化、地域貢献活動、水産
増殖分野で人間性の育成を通し、地域の水産業に貢献できるよう
様々な取組を行ってきた。今後も人と人とのつながりを大切にし、
志の高い地域の方と WINWIN の関係が築けるよう、生徒と共に歩ん
でいきたい。 

  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校支援ボランティア促進事業、等 

Q１ 地域と学校をつなげる役割として、おやじの会などはあるか？ 

→  多忙な人が多く、生活環境も各家庭によって違う。貧富の差もあり、家庭環境

が複雑で、連帯感をもちにくい土壌がある。そのためおやじの会などはないが、

おじいちゃん会、グランパグランマの会はある。 

Q２ いじめ防止のバッジ（ピンクバッジ）を初めて知った。この効果は？ 

→  つけていることで何かしなければならないという意識が芽生えている。決して

強制をしているわけではない。自分はいじめをしない、見逃さないという宣言、

意思表示の意味でつけている。  

Q３ どれくらいの割合でつけているのか。 

→  ほぼつけている。もちろんつけていない子もいたり、外す子もいたりするが、

強制ではない。外す子は何かしらのサインとみることもある。市内でも広がって

いる。 

（フロアより）自由意思でやっているのがとてもいい。 

Q４ （参加者の）二極化を打破する策は？ 

→  人が人を呼ぶ考えで行動している。つながりを大切にしている。チラシ１枚配

ったところで効果は薄い。直接、声を掛け、断られても声を掛け続けるようして

いる。魅力的なイベントも来てみないと分からない。いろんなイベントを考えて

いるので、声を掛け続ける人を見付けなければならない。 

また、コミモグ（コミュニティモグモグの略）を行っている。隔月で７～９時

に行っている。飲み食いするものを自分で一品持ち込んで雑談することがあり、

そんなつながりを大切にしている。  

Q５ コミュニティスクールの方向性は？ 

→  個人的な意見になるが、地域と学校との円滑な運営の模索もあり、近々には難

しいと考えている。共通理解という面で難しい。自分自身が地域本部のコーディ

ネータをしているのでつなげやすい立場ではある。 

 

熊本地震復興支援ボランティア学習 

Q１ 在学生の構成はどうなっているのか。地元生の割合は？ 

→  具体的に何割かは分からない。ほぼ実家生である。  

Q２ 実家生が多いと聞いたが、それは今後の課題になるのではないかと感じた。一

人暮らしの学生さんなどを、どう支援していくかが課題かなと思った。大学側が

支援してくれるとありがたい。自分の大学（広島経済大学）だったら、興動館と

いうところがある。職員に相談すると、様々なことを実現できる環境がある。大

学側との連携が大切だと思った。 

→  一人暮らしというのは一つのキーワードだと感じる。熊本の被災者の話でも、

一人暮らしの学生さんを、大家さんがしっかり把握していたという話を聞いた。

コミュニティがしっかりしていた。一方、本大学の学生はアパートの管理会社の

人しか知らないという現状がある。どのようにつながっているかというのは、有

事の際には大きな課題になってくると思う。また、学生さんを応援できる体制は

まだできていない。ボランティアセンターはあるが、今回のように学生の意見を

取り入れて活動まではできていない。今回の活動を基に、いい前例を作っていき

たい。 

Q３ 大型スーパーで募金活動をしていた小学生を見かけた。「募金をお願いしま

す。」と大きな声で連呼する子どもたちと、そこを避けて通る大人の姿を見て、

募金活動の危うさを感じた。子どもたちの一生懸命な姿は、周囲に感動を与える 

 

質疑応答 



 かもしれない。しかし、もしそれが至る所で行われ、そこで募金しない人が冷た

い人のように思われる雰囲気を醸し出すのは考えものである。多くの団体が様々

な方法で募金活動やボランティア活動を行っていたが、被災者の思いを汲み取る 

ことが必要。被災当時、発達障害のある子どもをもつ親や認知症の親をもつ人は、

泣く泣く車で夜を明かした人もいる。しのモンは目的意識をしっかりもって活動

できていた。学びの中で、ボランティアをするのが大事だと感じた。 

→  終わらない災害にボランティアを続けることに対して、徒労感はある。しかし、

募金活動などを通して、そこに立つことに意味があると伝えている。何かのアナ

ウンスをしないと、傷つく思いを見過ごしてしまうことになる。避難所の運営に

ついても、その支援についても、考えなければならない。 

 

地域人材を活用した土曜教育推進事業 

Q１ 水産高には何人の生徒がいて、この活動にはどれくらいの割合で参加をしてい

るのか？ 

→  公募をかけて行っている。部活動だけでなく、土曜を有効活用してほしいとい

う思いがある。一回あたり 10 名の参加。４～５回行ってきた。重複もあるが４、

50 名は参加している。 

Q２ 教職員の方の参加は？ 

→   水産の専門科目の者や、いろいろな職員が関わっている。 

Q３ 地域の人材の確保の仕方は？ 

→   水産高教諭として、地域の方に声を掛け行っている。日頃の人間関係や体験学

習先を含めて声を掛けさせてもらっている。 

Q４ 水産高校の卒業者の就職先は？地域に受け皿はあるか？ 

→   水産業に従事する生徒は、多い。地域の受け皿もあるが、生徒のニーズもある

ので、必ずしも地元に残るわけではない。 

Q５ 最近はあきらめやすかったり、努力が続かなかったりする子が多いが、生徒の

実態は？ 

→   種をまいて花が咲くにはすごく時間がかかる。今後も花が咲くように地域の方

の協力も得て、活動を行ってきたい。 

Q６ 高校生と小学生のつながりのきっかけは？ 

→   生徒会に似た組織（水産クラブ）がある。１６～７年前から生徒たち自身の意

見で小学生に伝えたいという意見が出てきた。現在では、異世代に伝えるという

思いが当たり前になってきた。 

Q７ 今後のイベントでも販売なども行っていくのか。補助事業の予算的にはどう

か？今後の活動の展望、方向性を知りたい。  

→   今までも手弁当で行ってきた。今年で事業は終わる。しかしなんらかの形で継

続していきたい。何かあればイベントなどに出向くので、声掛けいただければ幸

い。 

Q８ 魚食普及で出張依頼は可能か？ 

→   移動の問題だけで可能である。 

Q９ これまでにできなかった活動は？ またその理由は？ 

→   日程調整が難しく大変だったことがたくさんある。 

Q10 フィッシュガールの成立については？ 

→  養殖している魚を生徒がさばくことで PRをしている。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分散会１４ 

埼玉県春日部市中央公民館 

 

 

山下 剛史 氏 

司会者 西川 浩司 

記録者 二宮 啓 

会場責任者 山口 定伸 

星岡おやじの会（愛媛県松山市） 

西予市連合青年団長（愛媛県西予市） 

 

平岡 剛 氏 

岡田  逸 氏 

公民館を利用するサークルや地域の方が「地域の子ども

は地域で育てる」を目的に活動をしている。武里地区公民

館では、昨年は約１７０回事業を実施した。特に、防災対

策事業に力を入れ公民館と地域の方とのつながりができ

た。その後、声掛けにより子どもの事業への協力体制もで

き長期計画を立て、定期的に事業を実施することができる

ようになった。子どもの意見を聞き、実施した。中央公民

館では「年少リーダー研修会」を実施しており、次世代の

地域リーダーを育成している。次年度は、各公民館でも受

け入れ体制を整え、地域で活躍する機会を増やす。 

当会は、学校ではなく、町内会に属する団体であり、「星

岡にすんで良かった」、「大人とも子どもともたくさんの顔

見知りを増やし、笑顔増やす」という趣旨や目的に共感し

たメンバーが参加しており、年代や職種も様々である。 

活動の一環として「黄色いハンカチ」プロジェクトを企

画し、町内の防災訓練で紹介した。内容は、災害時に黄色

いハンカチを自宅に掲げることで「今、うちにいる家族は、

みんな無事です！」というメッセージになるというもので

ある。この活動を通して、地域住民の理解や協力、連携が

広がっている。 

地元で仕事をしながら青年団活動に取り組んでいる。各

単位団では、地域の特性を活かした活動をし、近年では、

休団していた青年団体が復団し地域の活力となっている。 

西予市には、複数の青年団があるが横のつながりがなか

った。そこで、活動を通して人との交流を図ろうと考え、

「奈良野天満桜ライトアップ事業」「通学合宿『へらぶな

村』」「横林盆踊り大会」などの事業を実施した。団活動は

地域の方々も認めていると同時に、見守られている団員は

活動していることが社会勉強であり、やりがいである。今

後も誰かのため、人のためになることを続けていきたい。 



質疑応答 

埼玉県春日部市中央公民館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２ サークルの人が事業に参加しやすくなるためにどのようにしたのか？ 

 →普段からの声掛けから始まり、会話が増えていった。そこで、サークルの内容を子ど

も向けでもできることを知り、実践してみた。その取り組みを少しずつ増やした。 

Ｑ３ 大洲の公民館では事業を増やすことに課題がある。放課後子ども教室のコーディネ

ーターはどんな人が行っているのですか。 

 →それぞれの放課後子ども教室にいる。武里小学校では、元学校の教員で、地域や学校

のことをよく分かっている方なので、様々な活動に発展することができた。 

→大洲市は放課後子ども教室が３つくらいあり、公民館があまりからめていない。今日

の実践を聞いていて、様々な人が協力して活動を実施していることが素晴らしいと思

った。通学合宿をしているが、少しずつ他の地区にも広がっていけばいいと思う。 

Ｑ４ 学校側から公民館のアプローチはどのようなことがありましたか？ 

→地区の体育祭の予定を聞かれる以外あまりなく、公民館側として、もっと学校に関わ

りたいと思っていた。放課後子ども教室での関わりをきっかけに「総合的な学習の時

間」での講師紹介、安全見守り隊の紹介とつながった。他にも、「公民館で子どもたち

の作品を展示できますか。」と話があり、公民館のロビーで作品展を実施した。作品展

には、親や祖父母、地域の方などがお越しになり、作品を通して、また新たなつなが

りができた。 

Ｑ５ ボランティアはいるのか？ 

→近隣の大学にボランティアサークルがあり、会員が１２０名在籍している。サークル

にボランティア募集の依頼を出し、活動に興味のある学生が参加している。多数の参

加があり、非常に助かっている。世代間交流にもなっている。 

→大学にはボランティアの募集があり、放課後宿題を教えることや図書館で本を読むこ

とがある。春休みには寺子屋を開いている。これが大学のない地方は難しく、高校生

をいかに巻き込むことが将来的に大切になってくると思う。しかし、公民館へ足を運

 

Ｑ１ 「公民館に学校が来てください。」ではなく 

「学校が公民館に行かなければいけない。」と思う。 

学校と地域社会の壁ができている。北海道では、 

公民館で事業をしているため「ただいま」と来る 

子どもがいる。どう思っているのか？ 

→学校に行く機会が少ない。行きたいけれど行けない。 

きっかけがあれば連携がとりやすくなる。その一つ 

が放課後子ども教室ではないか。元学校職員の方が 

コーディネーターになると連携がとりやすい。 

→愛媛県でも、公民館とのつながりが強い、弱いと地域差がある。 

 



ぶことが減っている実態がある。そこで、高校生が自主的にできるよう活動している

公民館もある。愛媛県では、ヤングボランティアや宇和島東高校、北海道では、地域

での話合いで高校生が意見を出し、地域の人たちと討論をしている。橋渡し的な役割

が公民館である。 

 

星岡おやじの会（愛媛県松山市） 

Ｑ１ 子どもたちがどのようにこの事業にかかわってきたのか？ 

→幼稚園の年長さんに、自分の夢や希望を黄色いハンカチに書いてもらった。掲示もお

やじの会メンバーの子どもたちと一緒に行い、掲示の仕方にも子どもの意見を取り入

れた。子どもには「自分の意見を大人が聞いてくれ、大人が動いてくれたことを喜ぶ」

意識があり、それを大切にしたかった。また、子どもは自分の作品を家族、親や祖父

母などに見せたいので、家族で見に来る。そこで、昔からの知り合いと偶然に出会っ

たり、新たな関係を築いたりと子どもの作品が核となり、交流の広がりや深まる姿を

見ることができた。 

Ｑ２ 「おやじの会」の名称は女性が入りにくいと思うが、名称に対しての反応はどうか？

広げていくために、どのように考えているのか？ 

→確かに「おやじの会」という名称では女性が参加しにくいと思い、当初は他の名称を

使う意見もあったが、その当時、ピッタリの名称を選んだ。今後、変更していくこと

も当然あると考えており、名称には特に固執していない。校区ＰＴＡで組織する「お

やじの会」もあるが、私たちが理想とする「おやじの会」は地域住民が組織する姿で

ある。今は、地域の方から名称や活動についてご理解をいただき、女性の参加もある

など協力してくれている。大人がおもしろい活動をすると子どもたちは自然と将来地

元に戻ってくる。子どもたちには「よそに出て、学んで地元に戻ってこい。」と言って

いる。みんなで星岡を盛り上げていきたい。また、会で親が知り合いになれば子ども

が地域で悪いことをしなくなった。本気で子どもを見守り、叱ることができ、地域で

子どもを育てることができる。 

Ｑ３ 働き盛りの世代のボランティアへの参加は難しいと思った。その点についてはど

のように考えるか？また、補助金をどのようにもらっているのか？ 

→世代毎にボランティアに参加する意義や価値があると考えている。大学生はこれから

社会に出ていくためにボランティアをとおして様々な経験することが価値であり、退

職された世代は、やりがいや居場所を見つけることが意義ではないだろうか。働き盛

りの世代については、ボランティアに参加し、人脈を広げることが意義であり価値で

あると思う。私たちの世代は総じて多忙であるが、人とつながることで仕事面でも得

るものは多く、決してマイナスになるものではないと考えている。 

  星岡おやじの会では補助金はもらっておらず、町内会からいただいた活動費を原資

に、地域のバザー等に出店し、必要な額を自分たちで稼いで活動資金としている。 



→埼玉県春日部市中央公民館では、公民館から助成金の情報等を地域にお知らせしてい

る。お金がなければ活動できないので、どのようにお金の工面をするのかをみんなで

考えている。 

 

西予市連合青年団長（愛媛県西予市） 

Ｑ１ 活動にはお金が必要 

→もうけるサイクルを自分たちで作るのが楽しみ。自分たちが遣える資金を自分たちで

作ることが大切である。発見と学びはどこにでもある。地域にある青年団を大切にし

ていきたい。 

最後に 

地域のため、子どもたちのために行動していることが分かり嬉しかった。「人とのつなが

り」「懇親会」がキーワードとなっていた。今後、子どもたちを地域でどのように育ててい

くのか。何かを意図的に経験させていくことが大切になってくる。 



 分散会１５               

 

 

 岡山県岡山市立上南公民館 

みんなあつまれ！ 

 上南公民館主催の小学生を対象とした体験学習講座で、企画から当日

の運営まで中学生ボランティアが関わっている。夏休みから２月まで毎

月行い、平成 27 年度は 9 回実施した。中学生のアイデアや自主性を最

大限に尊重することを大切に活動し、今年度は、18 名の中学生ボラン

ティアが参加している。活動の中で、講師として様々な人を招き、小・

中学生と地域の人などのたくさんの人との交流の機会も積極的に設け

ている。子どもたちの感想や様子からは、責任感・協調性・自己肯定感・地域への愛着・達成感など、多く

の成果を見てとれる。 

 

泉川公民館 えひめ紙芝居研究会のぼ～る（愛媛県新居浜市） 

正岡子規生誕150周年記念事業紙芝居出前講座～子規の生きる力・文芸への情熱を、紙芝居を通して子どもたちに伝えよう～ 

「さくら児童クラブ研修会」から見えてくるもの 

 2008 年、佐伯美与子代表の紙芝居と正岡子規への熱い思いから立ち上がった。手

作り紙芝居コンクール、出前講座（演じ方）、作り方講座、県内小中学校への「正

岡子規」紙芝居寄贈などを行っている。泉川公民館での地域に向けた紙芝居の実演

や、さくら児童クラブの支援員研修会を、プレ事業出前講座として実施している。

泉川公民館の読み聞かせ教室では、保護者に限らず、幅広い年齢層の地域の人によ

る、子どもたちへの読み聞かせを積極的に行っている。読み聞かせの活動は、子ど

もたちへの有効な成果が見られるだけでなく、読み聞かせを行う人々にとっても、

大きな活力となっている。 

 

鬼北町立日吉小学校（愛媛県鬼北町） 

「地域とともにある学校づくり」を目指して～コミュニティ・スクールの導入・充実～ 

 日吉小・中学校は、平成 25 年度から、三つの教育制度（教育課程特

例校制度、学校支援地域本部事業、学校運営協議会制度）を導入した。

家庭・地域の教育力を最大限に生かした小中一貫教育によって「地域と

ともにある学校づくり」を推進している。①コミュニティ・スクール（地

域の声を生かし、教育の質を高める）②小中一貫教育（地域に学ぶ郷土

学）③学校支援地域本部（地域の力）の３本柱で、子どもの学びを支え

ている。会議の精選・効率化を図ることができ、多面的・多角的な話合

いの実現や、教員の負担減にもつながっている。さらに、子どもたちは

「見守られ、支えられている」と実感し、感謝の思いが高まっている。さらに、地域の活力にもつながって
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いる。 

質疑応答 

みんなあつまれ！ 

Q1 中学生ボランティアの役割の仕組み（リーダー等）は？ 

 →先輩・後輩はあるが、リーダー等の役割分担は決めていな   

い。小学生をまとめるのは中学生の役割。仕組みとして役 

割を作ってしまうと、おしつけになってしまうのでは…と 

考えているため、リーダー等は決めず、中学生に最大限任 

せるようにしている。 

Q2 この活動と学校の教員の関りはあるのか？ 

 →小学校・中学校とも無い。中学生が作ったちらしを学校に持っていき、配布してもらう程度。 

Q3 家庭との関わり・つながりはあるのか？ 

 →基本的にすべて中学生の自主的活動なので、中学生自身が保護者に話しているかどうか。親と一緒に活

動に来たり、差し入れをくれたりする保護者もいるが、友達と来る子もいる。 

Q4 中学生のアイデアを最大限に生かすことは難しいと思うが、気をつけていることは？ 

 →選択肢を準備しておく。アイデアがなかなか出ないときは、その選択肢からアイデアを膨らませてもら

うようにしている。また、今までの活動を振り返って、活動と活動を組み合わせることも提案している。

（例：平成 27 年度夏…宿題と水風船⇒平成 28年度夏…巨大プリン作りと水風船） 

Q5 活動に必要な費用はどのようにしているのか？予算は？ 

 →講師の方への謝礼金のみ予算がある。それ以外の活動に必要なもの（料理の材料や水風船等）の代金は

すべて参加者負担としている。 

Q6 打ち合わせの段階で、地域の人や講師の方と中学生は会うのか？ 

 →打ち合わせでは会わない。地域の人や講師の方と中学生との関りは、活動当日のときのみ。 

Q7 小学生参加人数は？ 

 →約２０人。活動の内容にもよる。（外で遊ぶ等のときは 50 人ほど来ることもある。料理などの定員が決

まっている場合は 20 名程度である。） 

Q8 ボランティアに参加したきっかけとして、「小学生のとき参加していたから中学生でも参加したい」と 

いう子どもは多いか？ 

 →多い。 

Q9 公民館職員の採用は？ 

 →岡山市内公民館の採用は公募による選任職員の採用で、市内の公民館を定期的に移動する。 

館長の採用は、①公募 ②校長先生の OB ③市役所職員の OB の３つ。 

Q10 中学生の部活動とボランティア活動との兼ね合いについて 

 →学校との連携が最重要である。学校に粘り強く提案・相談しにいくとよい。（月１や、第○○曜日は部

活動休みなど）小・中学生の活動をそれぞれの学校の先生にも見に来てもらう。（声をかけてもらって

帰る、写真を撮ってもらう。）家庭との連携も大切で、家庭にも積極的に呼びかけをして理解してもら

い、子どもが地域に出て活動できる機会を設ける。早めに・諦めず・根気強く声かけをしていく。地域

の行事には、社会教育と学校とが互いに理解し合い、協力し合う。 

 

正岡子規生誕150周年記念事業紙芝居出前講座～子規の生きる力・文芸への情熱を、紙芝居を通して子どもたちに伝えよう～ 

「さくら児童クラブ研修会」から見えてくるもの 



Q1 公民館と学校との連携の仕方は？ 

 →地域（公民館）から、学校に積極的に声をかけてお願いをすることが大切。地域課題や時間の制限など

はあるが、社会教育の立場がアイデアをどんどん出して、学校の先生に粘り強く声をかけていくことが

重要だと考えている。学校側は、地域の人に積極的に学校の中に入ってきてもらい、地域の人と子ども

たちに顔見知りになってもらい、つながりをつくることが大切である。コミュニケーション能力の育成

にもつながる。 

Q2 紙芝居の大切なポイントについて詳しく知りたい。 

 →紙芝居と絵本の違い 

  紙芝居…集団の体験・芝居をしながら読む・お話が外に飛び出していくイメージ（扉の開閉が大切） 

  絵本 …個の体験・淡々と読む・お話の中に子どもが入っていくイメージ 

  紙芝居は、集団の体験として「共感」を生むので、学級経営などの面でも効果的である。 

 

「地域とともにある学校づくり」を目指して～コミュニティ・スクールの導入・充実～ 

Q1 県費教職員の人数は？ 

 →県費教職員 10 人。非県費教職員が 1人。中学校職員の小学校への乗り入れもある。 

Q2 学校支援地域本部の地域コーディネーターは誰がしているのか？ 

 →町の委託。打ち合わせの面で、拠点は職員室。非常勤で、週に３～４日勤務している。 

Q3 学校運営協議会の委員の選定の方法は？ 

 →全部で 12 人。小中校長・小中 PTA 会長・公民館長（元校長）・人権擁護委員など。 

Q4 人事に関する申し出はあるのか？ 

 →一切無い。最初から人事に関する意見の申出は除くということで決めていた。 

Q5 今、この制度を導入してみて、どのような時期だと感じるか？ 

 →充実期。導入して２年が経ち、地域が元気になったと感じている。新しく、学校づくり推進委員会を設

け、事務局を担当している。学校の統廃合が進んでいる中で、「地域に学校を残したい」「活力をつけて

いきたい」という思いからできた。 

Q6 日吉小・中学校はとても熱心にしているが、同じ町内の他の小・中学校との差は？ 

 →最初は、「まずは、やってみよう」という思いから、パイロット校になろうということで始めた。現在、

仕組みが確立し、成果も出てきていると感じている。そのため、今年町内の３つの小学校がコミュニテ

ィ・スクールになった。来年度は、残り２つ小学校と１つの中学校もすべてコミュニティ・スクールに

なる予定である。これらの学校とは、仕組み等について積極的に情報交換も行っている。 

Q7 他の市町との合併や、統廃合の問題はないのか？ 

 →学校運営協議会の委員の人の中に、行政関係者も入っている。仕組みをしっかり整えて、取組を確実に

行っていくことにより、「日吉の教育を残していけたらいいな」という思いをもって行っている。 

Q8 コミュニティ・スクールを導入する上で気をつけていることは? 

 →誰を学校運営協議会の委員として推薦するかどうか。公民館の社会教育主事に入ってもらうのもいいか

なと感じている。学校・地域・家庭が情報交換をすることができ、連携が充実できるように配慮するこ

とが重要である。仕組みを確立していくことも大切。そして、委員が協議会で意見を言い合うだけでは

なく、委員が意見を出し、委員自身が実際に動いてくれるよ

うにならなければならない。 


